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本学は東日本大震災以降、震災ボランティアに学生・教職員を派遣してきました。今年度は石川県七尾市を拠

点とし、能登半島地震の復興支援活動を精力的に行っている「NPO法人ユナイテッド・アース」からの協力依

頼を受け、学生6名が震災ボランティア活動に参加しました。地域の方々との交流や実際の被害状況を見るこ

とで、改めて自然災害の恐ろしさを実感するとともに、日常的に何を意識して行動すべきか、何を準備してお

くと良いのか、防災・減災を考える機会となったようです。 
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はこちら ➡ 

能登島、和倉温泉周辺を視察し、被害の大きさを目の当たりにしました。損壊家屋の解体は一旦自費での立替が必要に

なる場合もあるとのこと。家を一つ解体するためには何百万という費用がかかってしまうため、一気に支払うことが難

しく、全壊のまま…というケースも少なくないそうです。なかなか復興が進んでいない状況を伺えました。 

能登半島地震の震災ボランティア活動に参加 

初日は七尾駅周辺を散策し、被害状況を確認しました。その後、共同生活するNPO法人ユナイテッド・アースの支援

ベースに入り、ガイダンスを行いました。能登半島の被害状況やボランティア活動の心得等ご説明いただきました。 

・8/2(金) 移動・七尾市視察・ガイダンス 

・8/3(土) 能登島視察・和倉温泉視察 

      こども園訪問・地元イベントの運営サポート 

・8/4(日) 一本杉商店街復興支援 

      シェアリング（活動総括・情報交換） 

・8/5(月) 移動 

Schedule 

8/2(金) 七尾市視察 ▶ ガイダンス 

8/3(土) 能登島視察 ▶ 和倉温泉視察 

報道でみた風景がそのままに 翌日以降のスケジュールについても確認 

ユナイテッド・アースからレクチャーを受けながら能登島の視察 和倉温泉周辺の様子 



被害を受けた一本杉通りの商店で、家財道具の移動や災害ゴミの分別・搬出を行いました。

支援先の方から「これだけの被害があったので店をたたむしかないと思っていた。ボラン

ティアの方々の力でここまできれいにしてもらって、もう一度何かできるかもしれないと前

向きに考えられるようになった」と嬉しいお言葉をいただきました。 

最後に活動の総括として、輪島市と珠洲市の震災当日の映像を視聴した感想、今回のボラン

ティア参加前後の心境の変化等について、班に分かれてシェアリングを行い、代表者から発

表しました。学生たちは「帰ったら避難経路を確認したい」「この体験を広く伝える方法を

考えたい」と、今回の活動がこれからの防災・減災を考えるきっかけとなったようでした。 

こども園に物資を届けに行き、園長先生からは発災当時の様子をお話しいただきました。幸い建物への被害が少なかっ

たため、安全面を考慮しつつ早々に子どもの受入れを再開したそうです。つらい災害ではあったけれど、当日がみんな

集まる元旦だったことで、子どもたちがさみしい思いをせずにすんで良かったとも話してくれました。これまで子ども

たちのために奮闘されてきた先生方の温かく強い想いに胸を打たれました。 

また、午後からは七尾市の一本杉通り商店街のイベント「一本杉マルシェ」の運営サポートをしました。このイベント

は、振興会の方々が商品や食を持ち寄って販売し、復興の足掛かりにしようという思いをもって開催されています。当

日は猛暑日。夏の陽射しが強く降り注ぐ中、ブース設営や販売サポート、ゲストの護衛などを担い、地元の方々と交流

しながら楽しく活動することができました。 

8/3(土) こども園訪問 ▶ 地元イベントの運営サポート 

8/4(日) 商店街復興支援 ▶ シェアリング 

こども園訪問 一本杉マルシェの運営サポート 

  コメント NPO法人ユナイテッド・アース 吉田さん・宮﨑さん 

●宮﨑 純さん 

遠いところからさまざまな思いを持って来てくださり、一生懸命相手のために動こ

うとする皆さんにパワーをいただきました！少しでもみなさんの学びにつながり、

各人が未来を切り拓いていくヒントになるような経験になっていますように。再会

できる日を楽しみにしています！ 

●吉田 勇治さん 

遠いところ、皆様本当にありがとうございました。 

学生さん全員が被災地が初めてだったということで、少しでも被災地のことを知り、感じていただく機会になってい

れば幸いです。また、なにか一つでも今後のアクションにつながってくれることを祈っております！ 

学生さん一人ひとりの思いに触れて、こちらがたくさんの気づきや学びをいただく機会となりました。暑い中、一緒

に活動してくださり、心強かったです。ありがとうございます。 

また再会できます機会を楽しみにしております。 

吉田さん、宮﨑さん、大変お世話になりました！ HP ▶ NPO法人ユナイテッド・アース | (united-earth.jp)  
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